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○26番（川原千秋君）〔登壇〕

皆さんおはようございます。ただいま議長より登壇の許可をいただきましたので、私の一

般質問を始めさせていただきます。今回は３項目について質問をいたします。

まず初めに、情報化社会での携帯サイトの利活用について質問をいたしたいと思います。

我が国では、諸外国に比べ大きくおくれをとっていたＩＴ環境を進めるために、政府は、

平成13年１月に、高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部を内閣に設置し、国家戦略と

して５年以内に世界最先端のＩＴ国家になるという目標を掲げたｅ－ＪＡＰＡＮ戦略、これ

を策定したわけでございます。ＩＴ施策を官民挙げて進めた結果、ブロードバンド、インフ

ラの整備や、また、高機能な携帯電話の普及などの面で世界最先端レベルのＩＴ環境を実現

することができたわけでございますが、行政サービスや教育、人材、医療の分野で国民の満

足度を高めるためのＩＴの利活用に係る継続的な取り組みや、また、地域や世代間における

情報活用格差の是正やセキュリティー対策の促進、ＩＴ産業の国際競争力の強化などについ

ては依然として課題が残り、ＩＴ戦略本部では、平成18年１月に、ＩＴ新改革戦略を策定し、

その中で、いつでもどこでもだれでも使えるユビキタスなネットワーク社会を実現すること

とし、それによりまして世界最高のインフラ、潜在的な活用能力、技術環境を有する最先端

ＩＴ国家であり続けることを目指すと言われているわけでございます。

このように、国においては、2010年を目標に、いつでもどこでも何でもだれでもがネット

ワークに簡単につながるユビキタスネット社会の実現に向けて取り組んでいるわけでござい

ますが、現在、本市において市民への情報提供はどのような方法で行われているのか、まず、

お伺いをいたします。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

市民への情報提供ということでございますけれども、それからパソコン等を通じたインタ

ーネット等による情報、こういったものを中心に情報提供を行っております。特にインター

ネット等を通じた情報といたしましては、ホームページ、それから、学校のほうでやってお

りますけれども、お知らせメール、携帯にこちらのほうから送ると。それから防犯関係での

メール、そういったものを行っております。あと文字情報といたしましては、市報を中心に

いろんな情報紙等を通じながら情報提供しているという状況でございます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

市民が情報を得るには、いろいろな今言われたような方法があると思います。その中で、
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例えば、ホームページですね。ホームページを見るということでは今言われたパソコン、そ

れと携帯電話があると思います。本市のホームページは一応パソコン上で検索するわけでご

ざいますが、確かにモバイル版というのがありますけど、それはなかなかホームページとい

うような部分じゃないかというふうに思っております。

全国的に平均で見ますと、パソコンと携帯電話の普及率を比べてみますと、パソコンは今

のところ67％程度で頭打ちになっていると。しかし、携帯電話の普及率は約90％以上の普及

率を示しているというように調査結果が出ております。また、通信利用動向調査でもネット

の利用率は携帯がパソコンを上回ったというような結果も出ているわけでございます。この

ような結果を考えますと、これからのユビキタスネット社会において最も重要な情報端末は

携帯電話ということになるのではないかというふうに思うわけでございます。

そこで、次にお伺いしたいのは、本市もより多くの市民へ情報発信をするために携帯電話

のホームページ、これを導入すべきではないかと思いますが、その点についていかがでしょ

うか。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

今議員がおっしゃいましたように、携帯電話は完全に我々の必需品というような状態にな

っているんじゃないかというふうに思います。そういった中で、ホームページを携帯サイト

で知らせるというような方法はどうかということでございますけれども、先ほど言いました

ように、携帯電話というのは生活に密着した情報ツールであるというふうに理解をしており

ます。ただ、携帯電話には画面の大きさとか、文字数などの制約事項が多うございまして、

パソコン用のコンテンツをストレートには利用できないというふうな面がございます。

今後、パソコン用のコンテンツを携帯用のコンテンツに変換する手段等について調査研究

を行っていきたいというふうに思っております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

確かにおっしゃるように、パソコンのホームページを携帯に持ってくるというのはずれが

出ますね。だから、もちろんできません。だから、それを変えるというのもまだ難しいと思

いますけど、それよりも今のパソコンのホームページを丸ごとといいますか、携帯電話に映

せるわけですよ。今そういう技術も大分進んでおります。だから、携帯電話で見るホームペ

ージはかなりもう見やすくなってきております。確かに画面が小さいですから見にくい面も

幾らかあると思いますが、今そういうふうな状況になってきていると思います。そして、費
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用的にもパソコンのホームページをつくるときは多分、かなり費用がかかっていると思いま

す。この携帯はかなり格安な価格でできると聞いておりますので、その辺も検討されてはと

思います。

この携帯電話でどのようなことができるかということで、きょうはちょっと市民の皆様に

もわかるようにパネルをつくってまいりました。（パネルを示す）これは、例えば、武雄市

がここにございます。そして、いろんなところで仕事をなさっている人とか、買い物をされ

ている方、それから農作業をされている方、いろんなところにいらっしゃるわけですね。こ

の方たちが携帯電話を持って、そして、その前にですけど、市のほうに登録をしてもらうわ

けですね。そうしたら市のほうから、例えば、大きな災害が発生したというようなときには

一斉にメール配信ができるわけですね。そういう形で、どこにいらっしゃってもとにかくメ

ールを受けられると、それもリアルタイムに受けられるというような今システムになってお

ります。こういったことが簡単にできるような世の中になってきたということでございます。

それと、それを登録するにはどうするのかということでございますが、ここにＱＲコード

というのがございますが、これは今結構どこでもついてきていると思います。これを携帯電

話のカメラの部分で撮って、空メールを送るということでメール会員になれるというような

ことでございますが、こういったやり方が今簡単にできるようになりました。そういうこと

で、今からはやっぱりこういうのを利用してやっていければというふうに思いますが、そう

いうことで、確かに防犯関係なんかは県のほうの「あんあん」ですかね、多分そういうのを

利用されているとは思いますが、私が提案といいますか、今言っていますのは、例えば、こ

ういうやり方が武雄市の中の各部局、部署ですね、部署から市民の皆様が欲しい情報を配信

ができないかということです。ということは、市民の方も自分の欲しい情報だけをとれると

いうふうな形ができると思います。それだけを登録するということですね。それは今言いま

したＱＲコードあたりで登録をしていただければ自分の欲しい情報だけとれるというふうな

ことになりますので、こういうシステムを構築する。そして、そういう形、今みたいな形で

タイムリーな情報提供ができると、このようなことについて、市長、お考えはどんなかお聞

かせいただきたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

私も実は今パソコンを見るよりは携帯のところで見るほうが多いです。それで、民間では、

例えば、Ａｍａｚｏｎという世界最大の本屋さんであるとか、楽天であるとか、自分の関心

のあるところだけを配信してもらうですもんね。今これだけ情報がいっぱいあったら、なか

なかどこに何があるかわからんけんがですよ、例えば、自分は読書でもこういうのが興味あ

るといったら、もう毎日送られてくっですもんね。ニュースもそうです。だから、それを考
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えたときに非常に私はいいことをおっしゃっていただいているというふうに率直に思います。

ただ、我々として考えなければいけないのは、ホームページもしよおわけですね。今度携

帯にするということになったら、違う人が違うことば書いたらどっちがほんなこてやという

ふうになりかねませんので、そのシステムで、例えば、くらし部のこういうイベントがあり

ますというのをホームページに上げますといったときに、自動的にそのシステムを使ってメ

ール配信ができるようになるということであれば、それは私はぜひ乗らせていただきたいと

いうふうに思っています。恐らくそこまでもう進んでいるものだというふうに思っておりま

すので、できればもう一回、ちょっと我々の担当のほうも勉強させていただきたいというふ

うに思っております。非常にいいことを伺ったというふうに認識をしております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

今、やっぱり市長がおっしゃったように、確かにそういうことがあるかもわかりませんが、

今、パソコンと携帯のほうは連動できると思います。だから、同じ情報、同じ部分でいける

ような今システムになってきていると思いますので、ぜひまた御検討をよろしくお願いした

いと思います。

次に、教育長にお伺いいたしますが、現在、武雄市教育委員会のパソコンのホームページ、

これは今開設されているのかどうか、まずお伺いをいたしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

古賀教育部長

○古賀教育部長〔登壇〕

教育委員会のパソコン上のホームページでございますけれども、武雄市のオフィシャルの

サイトに教育委員会の情報については載せております。今回の補正予算議案におきましては、

そこら辺を充実させていきたいということで、予算の補正もお願いをしているという状況で

ございます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

予算をお願いしているということでございますが、ということは教育委員会用のパソコン

のホームページをつくられるということですかね。

○議長（杉原豊喜君）

古賀教育部長

○古賀教育部長〔登壇〕

先ほど申し上げましたとおり、公式サイトの中に教育委員会の入り口を設けるということ
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で、教育委員会すべてをそこで網羅するという形で考えております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

はい、わかりました。

今、市内の各小・中学校、これについては、今ホームページあたりはどんなふうになって

いるか、お伺いをしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

古賀教育部長

○古賀教育部長〔登壇〕

市内16校の小・中学校におきましては、それぞれ学校独自のホームページを持っておりま

す。この分につきましては、市のホームページの中でリンクを張って進めております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

教育委員会のほうもできればパソコン上だけでなく、携帯用のホームページもお持ちにな

られたらと思います。

そこで、今、保護者と学校の緊急時の連絡、これはどのようにされているのか、お聞かせ

いただきたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

古賀教育部長

○古賀教育部長〔登壇〕

本年４月から学校からの保護者の皆様へのお知らせをするということで、お知らせメール

というのを開設いたしました。このメール配信をするに当たりまして４月からそれぞれ登録

をお願いしたいということで進めておりまして、本年５月からメールの配信を具体的に進め

ております。

内容といたしましては、児童の安全・安心に関すること、あるいは洪水等の情報、交通事

故関係の注意喚起の情報、それから夏休みになりますと夏季休業中の事故の防止であります

とか、熱中症のこと、そういったことをお知らせしているということでございまして、現在

申し上げますと、登録につきましては、各学校それぞれ若干違いますけれども、小学校で、

大体９割方、91％ぐらいです。それから、中学校では93％ぐらいの保護者の皆様に登録をい

ただいているということで進めておるところでございます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員
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○26番（川原千秋君）〔登壇〕

学校お知らせメール、かなり高い登録率だと思います。

もう少し、その地域性にもよるかもわかりませんけど、そのあたりどこが悪いとかいうの

はございますか。もしあったら。

○議長（杉原豊喜君）

古賀教育部長

○古賀教育部長〔登壇〕

若干の温度差がございまして、先ほど申し上げましたとおり、小・中学校合わせましてト

ータルでは９割程度の方々に登録をいただいているわけですけれども、議員には申しわけな

いですが、北方の小・中学校につきましては、約６割程度の加入率ということになっており

ます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

北方のほうは６割ぐらいということで、大変恐縮しておりますが、これをいかに今から上

げていくかというのは大事なことだと思います。

緊急情報、これをリアルタイムに保護者に配信するということは児童・生徒の安全確保に

もつながりますので、今後もより多くの保護者に呼びかけていただきたいと、このように思

っております。

では、次に移ります。消防行政について質問をいたしたいと思います。

９月７日の日曜日に、平成20年度武雄市総合防災訓練が実施されたわけでございますが、

私も北方町の掛橋地区を参観させていただきました。消防団による情報伝達訓練、また、地

域住民の避難訓練や公民館での国交省による水害に関する講座等が実施されていたわけでご

ざいます。本年は特に全国各地でゲリラ豪雨が頻発しており、このような突発的な自然災害

に備えた防災体制の確立と住民の防災意識の高揚を図ることの重要さを再認識したわけでご

ざいますが、訓練に参加された皆様、大変お疲れさまでございました。

では、質問に移らせていただきます。今回は地域の消防団の現状と課題、そして、今後の

対策について質問をいたしたいと思います。

地域消防団は消火活動のみならず、地震や風水害等の大規模災害発生時には救助、救出活

動や住民の避難誘導などにも非常に重要な役割を担っておられるわけでございますが、また、

平常時においても住民への防火指導や火災予防の巡回、広報、また年末警戒など、地域に密

着した活動を展開されているわけでございます。地域における消防力、防災力の向上や地域

コミュニティーの活性化にも大きな役割を果たしているわけでございます。しかしながら、

近年の社会、経済情勢の変化を受けて全国的に消防団員の団員数が減少傾向にあります。団
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員確保が大変だということをよく耳にするわけでございますが、また、そういった中で地方

財政が大変厳しいということで、消防の資材や機材の購入も先送りをしなければならないと

いうような自治体もあるということでございますが、そこで、まず１点目にお伺いしたいの

は、本市においても消防団員数が減少傾向にあると思いますが、今の現状はどうなのか、ま

ずお伺いをしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

消防団員の方々には、本当、日ごろの仕事を持ちながらの消防団活動に携わっていただい

ていることに対しまして、まずもってお礼を申し上げたいというふうに思います。

武雄市の非常備消防団の状況でございますけれども、定数が1,470に対しまして現在1,410

と、若干定数割れの状況でございます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

本市では、若干定数割れしているというふうな状況でございますね。

それでは、１点目の団員確保の課題と対策について、まずお伺いをしたいと思いますが、

全国的に団員の年齢構成というものは、昔は比較的若い層が中心ということでございました

が、近年は約30歳未満の団員の割合が減少する一方、40代、50代といった団員が増加してい

ると。つまり、高齢化が進行しているようでございます。それからまた、団員の職業構成は

かつて自営業を中心としておりましたが、近年はサラリーマン団員といいますか、そういう

人が70％を占めているというようなことを言われているわけでございます。このように団員

数の減少と団員構成の変化が消防団の運営に影響を及ぼしており、適正な規模の活力ある消

防団員の確保をいかに図っていくかが今後の課題だろうというふうに思うわけでございます

が、そういったことに対して何か対策を講じられているのか、お伺いしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

全国的な視点で言いますと団員数が年々減少しておりまして、約200万人いたのが現在で

は90万人を割ろうとしているというのが全国的な状況と言われております。まさに憂慮され

ている状況じゃないかなというふうに思います。

それから、御質問にございますように、近年、産業構造とか就業構造が大きく変化をして
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全消防団の７割が被雇用者、サラリーマン化をしているという状況でございまして、武雄市

においても同様の状況でございます。そういったことで、非常に団員の確保には苦慮をして

おりますけれども、こういったサラリーマン化していきますと、やっぱりそこの事業所の理

解と協力というのが必要になってくるというふうに思いますので、そういったところに対し

ての啓発等も行って団員の確保に努めているところでございます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

今おっしゃっていただきました事業所関係でございますが、そこで、１点ちょっと御紹介

をしたいと思います。

これは長野県の上田市でございますが、ここは上田市消防団協力事業所表示制度というの

を設けてあるそうでございます。ちょっと読んでみますけど、「上田市消防団に積極的に協

力している事業所等に対して、上田市消防団協力事業所表示証を交付することで、事業所と

しての消防団への協力が、地域への社会貢献を果たしていると社会的に評価することによっ

て、事業所の信頼性が向上するとともに、事業所の協力により地域の消防防災力の一層の充

実強化の推進を図ることを目的とする制度」ということでございます。こういった制度につ

いてどのようにお考えか、まず、お聞かせいただきたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

ただいま御紹介いただきました消防団協力事業所表示制度でございますけれども、これは

事業所としての消防団への協力が事業所の社会貢献として広く認められる制度というふうな

ことで、平成18年度から始められた制度でございます。現在、県内では伊万里市内の２つの

事業所、フタバ伊万里、原口工業さんが認定をされておりまして、フタバ伊万里さんにつき

ましては、全国第１号だというふうなこともお聞きしております。こういったことで、消防

団協力事業所表示制度というのを今後活用しながら当市としても対応を図っていく必要があ

ろうかというふうに思っております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

ぜひそういった制度を設けていただきたいと思います。

そこで、もう１点ですけど、長野県で取り組んでいる部分をちょっと紹介いたしますと、

これは消防団活動協力事業所への優遇措置ということで長野県が行っているようでございま
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す。これは消防団員の減少や、例えば、サラリーマン団員の増加に伴いまして地域における

消防力の低下が危惧されております。そこで、消防団が活動しやすい環境整備を促進するた

めに、長野県では消防団活動に協力している事業所等を事業税の減税などにより支援をする

というようなことでございますが、本県ではどんなでしょうか、そういうことがなされてい

るかわかりますでしょうか、もしわかればお願いしたいと思いますが。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

消防団員の福利厚生を目的とした制度でございますけれども、県内の事例で申し上げます

と、佐賀県消防協会で消防団員の福利厚生を目的に、県内外にある施設と協定を結んでおり

まして、利用の際には消防団員証を提示すれば一定の割引を受けられるというふうな優遇制

度でございます。特に旅館の指定が多うございまして、県内にある23の旅館、ホテル、保養

施設、それからいろんな温泉施設、それから映画館、それと県外では鹿児島市内の12の旅館、

ホテル及びゴルフ場、３施設とも提携を結ばれて、この優遇制度を進められているようでご

ざいます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

市長、長野県は県のほうで税に対しての優遇をしているということでございます。多分、

佐賀県はまだしていないんじゃないかなと思いますので、こういうこともやっぱり消防団関

係では団員を確保するとか、そういった意味で──事業税等の減免なんですよ。例えば、そ

この事業所から団員が２人とか３人とか仮にいらっしゃるとしますよね。そういう方がいら

っしゃるところに対しての事業税を減免するといったような方法なんですね。内容はいろい

ろまだ詳しい部分はございますけど、そういう優遇措置をとっているというようなことです。

もし市長が知事とお会いになるときがあったら、例えば、そういうこともあるんだよという

こともぜひ言っとっていただければと、そういうふうに思いますが、いかがでしょうか。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

非常にいいことを伺ったと思っております。

もし市だけでできるかどうか、県の協議が要るのかどうかというのはちょっと今聞いただ

けですぐわかりませんし、早速、職員を上田市にちょっと派遣をして、そこで種々聞いた上

で、ああ、これが消防団の活性化につながるということが最終決定できれば議会に諮りたい
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というふうに思っております。ちょっと研究、勉強をさせていただければと思います。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

ぜひ研究していただきたいと思います。

次に２点目でございますが、消防団の充実強化を図る上で必要な資材、機材、これを購入

する財源についてでございますが、今現状はどのようになっているのか、その点をお伺いし

たいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

お答えいたします。

各地区の消防団で管理しております消防格納庫、詰所も含めてでございますけれども、そ

れから防火水槽、消火栓などの施設整備と消防車両を初めといたします消火活動に必要なホ

ースなどの器具類につきましては、基本的に市のほうで整備するということにしております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

そしたら、消防のホースあたりもちゃんと市でできているということでございますか。実

は、何でこの質問を今回したかと申しますのは、先日、ある会合に行って消防団員の方とお

会いしまして、そのときの話でございますが、消防団各部でいろいろな出動手当とか、年間

報酬あたりがあるわけでございますが、そういった中からホースを買わなければいけないと

いいますか、分団のほうにその分を幾らか上げなくてはいけないというような話を聞いたわ

けですよね。それはちょっとおかしいんじゃないかということで調べてみますと、分団のほ

うも一応ホースの部分が要るからというような話でございました。でも、そういう備品関係

は市がもちろん負担するべきじゃないかというふうに思いましたので、今回ちょっと質問を

出してみたんですが、そしたら、そういう備品関係は大丈夫ですね、ホースとか。そのあた

り、ちょっと確認ですが。

○議長（杉原豊喜君）

大庭総務部長

○大庭総務部長〔登壇〕

基本的には市で整備をしております。ただ、ホースにつきましては、数が多うございます

ので、２年に１度各部に行き渡るようなローテーションで行っているというような状況でご

ざいます。
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○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

特に私が今回思ったのはホース関係なんですね。例えば、消火栓のところにボックスがあ

りますよね、そこにもホースを入れてあるわけですね。そういうのもやっぱりある程度の期

間で取りかえてあるとは思うんですが、そういった部分がもし不良なホースとかあれば、実

際になったときに漏れたり破損したりしたら大変なことになると思いましたので今回聞いた

わけです。

各部に２本なら２本ということじゃなくて結構だと思いますけど、そういう部分をしっか

りまた調べていただいて、補充をぜひお願いしたいと思います。その点についていかがでし

ょうか。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

私も先ほどの状況は初めて知りました。これはあってはいけないことだと私は思っていま

す。したがって、基準というのがあろうかと思います。したがって、その基準内ということ

であれば、市費をきちんと投入をしてホース等は市の責任で行うべきだというふうに認識を

しております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

消防のほうも予算というのは確かにあると思いますが、どうしてもそういう部分で必要な

部分がもしあったら補正でも組んでもぜひ対応をしていただきたいと、このように思うとこ

ろでございます。消防団員は本業を持ちながらも自分たちの地域は自分たちで守るというよ

うな精神で頑張っております。地域の安心・安全のために昼夜を問わず使命感に燃えて頑張

っているわけでございますので、どうか市としても全面的なバックアップをお願いしたいと

思っております。

では、次に移りたいと思います。

次に、企業誘致について質問をいたします。

まず、お伺いしますのは、これまで本市が誘致した企業、これが何社ぐらいあるのかお伺

いをいたしたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

大田副市長

○大田副市長〔登壇〕
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現在、武雄工業団地内で６企業が操業しております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

武雄の工業団地で６企業ですね。そのほかにまだありますか。

○議長（杉原豊喜君）

筒井企業立地課長

○筒井企業立地課長〔登壇〕

今、資料を手元に持っておりませんので、はっきりした数字を申し上げることができませ

んが、武雄市内で別に２業者、北方のほう、それから山内のほうにも数社ございます。後だ

って御報告させていただきたいと思います。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

そしたら、若木の工業団地でも結構でございますが、この企業の地元雇用はどれくらいな

のかわかればお伺いしたいと思いますが。

○議長（杉原豊喜君）

大田副市長

○大田副市長〔登壇〕

先ほど申しましたように、６企業が操業していただいておりますが、４月１日現在で正規、

パートを含めた従業員数は全体で444名でございます。この中で市内の方の雇用が209人、

47.1％となっております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

約半数近くは地元雇用がなされているというようなことですね。今回、北方の宮裾地区に

新たな工業団地の計画があるわけでございますが、今後の進め方、計画ですね、これはどの

ようになっているのか、お伺いしたいと思いますが。

○議長（杉原豊喜君）

筒井企業立地課長

○筒井企業立地課長〔登壇〕

北方のほうに今回整備をいたします新工業団地につきましては、６月議会に議決をいただ

きまして、その後県のほうで発注をかけられまして、現在、測量設計、基本設計につきまし

て業者が確定し、地形測量に入っているところでございます。今後、地質調査、環境調査を
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行いまして、来年度、実施設計、用地測量、用地買収ということで進めていきたいというふ

うに考えています。

平成22年度には造成工事に入らせていただきたいというふうに計画をいたしているところ

でございます。

以上でございます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

22年に造成、23年あたりに完成ということになるかと思います。

この工業団地に新たな企業を今から誘致をされるわけでございますが、こういう誘致企業

というのは、もちろん継続性と地元雇用、それにいろんな部分での波及効果、こういうもの

が望まれるわけでございますが、今どのような企業を想定されているのか、もしわかればお

願いしたいと思いますが。

○議長（杉原豊喜君）

大田副市長

○大田副市長〔登壇〕

企業の皆様方からはできるだけ一定の規模の土地を、それからできるだけ早くという希望

が強い状況でございます。今度開発します新しい工業団地につきましては、県を通じて既に

企業誘致の際に情報提供をしていただいているところでございますけれども、私どもといた

しましては、半導体関係の製造業、それから自動車関連事業について、中心的にお願いをし

ているところでございます。

以上でございます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

今、多くの地方自治体が国からの交付金や補助金の削減で危機的な状況を迎えているとい

うことでございます。地方分権により国からの自立を促されて厳しい自治体間の生き残り競

争にさらされているのが、今の自治体の現状ではないかというふうに思うわけでございます

が、そこで、どこの県でも市町村でも、こういう企業誘致をして税収を上げようと、そうい

うふうに考えるわけでございますが、しかしながら、今、企業誘致というのは売り手市場と

いいますか、一握りの進出を希望する企業に多くの自治体が手を挙げているわけですね。そ

ういう中で指名を受けるというのはなかなか大変と思うわけでございますが、確率的に本当

に低い中で、ではどうするのかということでございますが、一般的には企業進出する立地条

件としては工業用地の確保、それから交通の利便性、それから労働力の質と豊富さ、そうい
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ったものが上げられるわけでございますが、それプラス今は企業誘致補助金や企業立地奨励

金、こういった部分の優遇制度も多くの自治体が行っているわけでございますが、現在、本

市ではどのような優遇措置を設けているのか、お伺いをしたいと思いますが。

○議長（杉原豊喜君）

大田副市長

○大田副市長〔登壇〕

優遇措置の内容でございますが、平成17年５月２日に佐賀県企業立地促進特区指定を受け

ております。その優遇措置の内容でございますが、武雄市企業立地促進特区指定に係る奨励

に関する条例を持っております。この内容を申し上げますと、製造業で言えば投資額３億円

以上、それから10人以上新規雇用をするという条件を付しております。設置奨励金といたし

まして固定資産税相当額を後年度に支給するというものでございますが、初年度から５年間

は全額、それからその後の５年間については、半額をお戻しするという内容になっておりま

す。

次に、雇用奨励金といたしまして新規雇用者１人につき50万円、これは2,500万円を限度

としておりますが、雇用奨励金を準備いたしております。

それから、工業用水を使用される場合は500トン以上を使用される場合に３年間全額補助

となっております。

それから３番目に、緑地等整備補助金といたしまして、緑地を整備される場合の初期投資

として半額補助、これは2,500万円を限度としておりますが、そういうメニューをそろえて

おります。ただし、工業用水の補助と緑地等整備補助金については選択制としております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

武雄市、本市におきましてもいろんな優遇措置を講じられているようでございますが、

2002年、三重県の亀山市がシャープの液晶工場を誘致したというときのお話でございますが、

このとき、三重県は90億円、亀山市は45億円という当時では破格の補助金を交付したという

ことでございます。もちろんその見返り、将来的な見返りというのを期待しての優遇措置と

思いますが、思惑が当たりまして、思惑どおり亀山市はシャープ工場の納める固定資産税な

どの市税が増収となりまして、2006年には地方交付税の不交付団体になったというような成

功例がございます。このような規模が大きく地元雇用もでき、将来性のある優良企業があれ

ば本市でも今現在の優遇措置だけではなく特別の優遇措置、そういったものも講じて誘致を

すべきではないかと、このように思いますが、その点についていかがでしょうか。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長
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○樋渡市長〔登壇〕

全く同感であります。私は、これはどこもあるわけですね、佐賀県と奈良県もあんまりも

う変わらんですし、そういったときに個別、幾つか話は来ていますけれども、個別の企業が

何を望むかということで、オーダーメードでそれに応じていかなければいけないというふう

に思っておりますので、今度の工業団地の進捗にあわせながら大胆な策を打っていきたいと

思います。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

それから、もう１点でございますが、企業が例えば、武雄市に進出しようと、そういうこ

とを考えた場合、例えば、自治体のイメージ、武雄市なら武雄市のイメージ、こういうのも

進出には重要な要素だというふうに思うわけでございますが、本市もこれまで「佐賀のがば

いばあちゃん」とかレモングラス、こういったことで知名度アップ、イメージアップを図っ

てこられているとは思いますが、現在、例えば、武雄市に進出しようとする企業の本市に対

するイメージはどのようなものか、わかればお聞かせいただきたいと思いますが。

○議長（杉原豊喜君）

大田副市長

○大田副市長〔登壇〕

私が企業訪問をした際、それから県の東京事務所とかお話をしている際に伺っている内容

を参考までにお知らせいたしますと、武雄市のイメージといたしましては、新しい市長を迎

えてよく頑張っていると、名前も売れておりますよと、今から期待できますねという評価が

非常に高かったところでございます。ただし、最近、市民病院問題とかが起こっております

ので、そこら辺、残念ですねというような意見をいただいたこともあります。今後、イメー

ジアップに向けて私も努力し、企業誘致担当の皆様方には武雄はこういうすばらしいところ

ですよということを一生懸命アピールして企業誘致に結びつけていきたいと思っております。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

本当に今イメージ的にアップをしてきたところでございますので、イメージがダウンしな

いようにぜひお願いしたいと思います。

もう１点、この企業誘致についてプロジェクトチーム、こういうものはつくってあるんで

しょうか、今、プロジェクトチーム。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長
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○樋渡市長〔登壇〕

お答え申し上げます。

まず、専任の大田副市長を置いていると、その上にきょう答弁をいたしましたけど、筒井

企業立地課長、そして、県の企業立地課に１人派遣をしております。そういった意味で県と

連携をしながらプロジェクトではなくて、課単位で動いているといったことをお知らせした

いと思います。

以上です。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

本当に今から企業誘致は大変だと思いますので、そういった専門的なチームをつくっても

いいかとも思いますので、どんどん誘致をしていかないとあと３年後程度ですかね、今度の

造成が完成してできるのが３年後だと思いますので、ぜひそれに向けてやっていただきたい

と思います。

そしてもう１つ、例えば、県外にいる武雄出身者の方、経済人とかいろいろいらっしゃる

と思いますが、そういう方に例えば、こっちに進出をしたいというような情報、そういうの

を提供していただいたらどうかと思いますが、そのあたりは何かございますでしょうか。

○議長（杉原豊喜君）

樋渡市長

○樋渡市長〔登壇〕

おっしゃるとおりです。基本的に情報よりも人が行ったほうがやっぱりよかわけですね。

したがって、レベルで、私が行ったり、大田副市長が行ったり、営業部長が行ったり、企業

立地課長が行ったりということで相互に補完をし合いながらやっています。

ただ、今非常に困っているのは２つあって、きょうもメールが幾つか入っておりましたけ

れども、リーマンの倒産が非常にやっぱり深刻な、我々が地方にいて思っている以上にもう

強烈な打撃になっているというのは、きょう幾つか企業経営者からメールが来ております。

そういった意味で、今回のリーマンの突然の倒産ということで、非常に危惧をしております。

これによって半導体であるとか、自動車であるとか、アメリカ向けの輸出が急ブレーキにな

るということ。それと、燃料は今下がっていますけれども、今、お金の行き場のなかわけで

すね。今まではサブプライム、不動産投資に行きよったお金がまただぶついてきて、これが

またオイルに行くかもしれないということも市場関係者から聞いております。

したがって、今ちょっとそういう状態で、企業誘致は一生懸命やっていきたいとは思って

おりますけれども、それとまた違う、頼らない、依存ではなくて自立していく方向もあわせ

てやっぱり探んなきゃいけないというふうにも思っております。
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そして、最後にイメージの問題が出ましたけれども、非常に私も混乱しております。どこ

に行っても、今、市民病院の、市民病院がよくなるのに何でなんだということはもうあちこ

ちで言われます。私は今どこへ行っても市民病院の話しかされません。したがって、さっき

のようにイメージというのは非常に大事でありますので、それは私も率先して、こういうい

い病院になるということについては、きちんとやっぱり言っていこうというふうに思ってお

ります。

以上でございます。

○議長（杉原豊喜君）

26番川原議員

○26番（川原千秋君）〔登壇〕

本当に武雄市のこれからの将来のために、しっかり頑張っていただきたいと思います。

ぜひそれをお願いいたしまして、私の一般質問を終わらせていただきます。


